
平成２９年度 柔道部 大会報告パート２  

〈 宮城県総合体育大会へ、いざ挑戦！〉 

 

 新１年生 男子１名 マネージャー女子２名を加え、３年男子３名、２年男子３名の合計 選手男子７名 マネ

ージャー２名 で新チームがスタートし、４月と５月の練習を乗り越え、県総体を迎えました。 

宮城県高校総体 ６月５日～７日 

【男子団体】 

 予選リーグ 第一試合 宮城水産と対戦し、３対２で勝利。 

            第二試合 仙台工業と対戦し、２対３で敗れ、予選リーグ２位で決勝トーナメント進出。 

 

      決勝トーナメント 

            １回戦 気仙沼と対戦し、４対１で勝利。 

            ２回戦 仙台育英と対戦し、０対５で敗れ、チームはベスト１６。 

  

  今年も仙台育英（準優勝）に敗れた本校だが、試合内容を振り返ると自分から技を出して、よく勝負に挑む

ことができたと感じた。新チームになっても先輩の力を受け継ぎ、良い試合ぶりを見せてくれることが期待で

きる。 

 

  【男子個人】 

     ６０ｋｇ級 百井 １回戦 仙台商業 内股一本勝ち 

              ２回戦 佐沼   大外がり技あり優勢勝ち 

              ３回戦 宮城工業 一本背負いで敗退 ベスト１６ 

 

     ６０ｋｇ級 山本 １回戦 柴田（第３シード）抑えこみで一本負け  

 

     ６６ｋｇ級 武者 １回戦 気仙沼  抑えこみ一本勝ち 

              ２回戦 古川工業（第１シード）小外掛け一本負け 



     ８１ｋｇ級 大貫 １回戦 仙台二  技あり３つ優勢勝ち 

              ２回戦 佐沼   内股技ありで優勢勝ち 

              ３回戦 石巻工業 技ありで優勢負け  ベスト１６ 

      

     ８１ｋｇ級 吉田 １回戦 石巻工業 抑えこまれ惜敗。 

 

   １００ｋｇ超級 蟻坂 １回戦 柴田   延長で技あり優勢勝ち 

              ２回戦 石巻工業（第３シード 準優勝） 優勢負け ベスト１６ 

 

  個人戦は、それぞれが積極的に攻め、技を出したと感じている。特に百井が高校スタートでベスト１６に入っ

たことは、チームメイトの支えと本人の努力の大きな成果であったと考える。その他、大貫は４つに入る力を持

っていると見ているが、気負い過ぎて１６止まり。武者は第一シードから指導をゲットしたが、一瞬の隙を突か

れ敗退。その他の選手もよく頑張りました。 

   

     団体戦が終わり集合写真          全体が終わり集合･･･３年間頑張った３年生に拍手 

 

  〈 夏休み中は、強化練習会へ参加 〉 

 

 仙南地区新人大会 １０月７日 

 

 毎年の恒例のように本校にとって地区新人は結果を残せない大会である。修学旅行の週に当たることがほとんど

だからだ。夏の厳しい練習を乗り越え、せっかくやってきた稽古もほぼ水の泡と消えてしまうほどに、修学旅行と

いう高校最大の思い出作りに頑張る２年生。高めた技術も体力も考査と旅行で低下するのだ。 

 今回は、テスト１週間前の学習、考査、修学旅行の翌日に地区新人。まさに寝不足の状態で試合に臨んだ。 

 

 【男子団体】トーナメント １回戦 白石工業と対戦し、２対２で代表戦を制し勝利。 

              ２回戦 柴田高校と対戦し、０対５で大敗。 

当然の力の差に選手も精神的なダメージを受けただろう。 

       敗者復活の準々決勝 勝ち上がってきた高専名取 １対４で敗れ、チーム順位は５位。 



 

個人戦は、それぞれに出場し、３位入賞が４名。「もっとできるはず。」が指導者の本音。 

 

 宮城県高校柔道新人大会 １１月２日～４日 

 【男子団体】 

 予選リーグ 第一試合 仙台工業と対戦し、２対１で敗れた。 

            第二試合 古川学園と対戦し、４対１で勝利。 

古川学園と仙台工業が対戦し、古川学園が勝利し、勝率により予選１位で 

決勝トーナメント進出。 

 

      決勝トーナメント 

            １回戦 名取と対戦し、５対０で勝利。 

            ２回戦 柴田と対戦し、０対５で敗れ、チームはベスト８。 

                柴田が優勝。 

 

        大将 山本 副将 我妻 中堅 椎葉 次鋒 吉田 先鋒 蟻坂 

 



      先鋒で起用した蟻坂だが、右膝負傷の状態で試合に臨んでいた。脚をひきずった状態でも、しっかり

ポイントゲッターとしての役目を果たしてくれたこと、キャプテン山本も体格差を感じながらも引き分

けたこと、吉田の成長、１年生の椎葉と我妻の活躍もチームの勝利に大きく貢献した。このチームでベ

スト８まで入れたことは、選手の努力と先輩の支えがあったから。なによりご家庭のご協力に感謝申し

上げます。ｍ（_ _）ｍ 

 

  【男子個人】 

     ６０ｋｇ級 山本 １回戦 名取   ＧＳで優勢負け 

 

     ８１ｋｇ級 吉田 １回戦 宮城水産 優勢負け 

 

     ９０ｋｇ級 椎葉 １回戦 不戦勝 

              ２回戦 仙台育英 抑えこまれ敗退。 

 

    １００ｋｇ級 我妻 １回戦 登米総合 内股一本勝ち 

              ２回戦 仙台育英 一本負け 

 

    １００ｋｇ超級 蟻坂は棄権。 

   

   団体戦で頑張った結果とも言えるが、個人戦は本校選手も怪我が多く、同時にまだまだ力不足が露呈したと

感じる内容であった。心技体のすべてがそろって、勝利を収められる。今後の選手の努力とマネージャーの支

え、チーム全体としてモチベーションを高く持って努力を重ねていきたい。 

     




